
 

令和３年４月５日   
（第２号様式） 
 
神奈川県教育委員会教育長 殿                                                                              県立横浜緑園高等学校長 

  

令和２年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 19日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の資質・能
力を向上させる
ため、ICT を活用
した組織的授業
改 善 に 取 り 組
む。 

②新学習指導要領
に対応した教育
課程を編成し、
大学進学等の進
路希望を実現さ
せる学習指導を
充実させる。 

①教員の ICT スキル
を高め、ICT を活
用した授業改善を
推進する。 

 
 
②生徒の実態を踏ま
え、その自己実現
につながる新教育
課程を編成する。 

①校内研修会を実施
するとともに、校
外の研修会にも積
極的に参加して、
実践力を身につけ
る。 

②単位制普通科とし
ての魅力を生かし
な が ら 検 討 を 重
ね、新学習指導要
領の理念に応じた
教育課程を編成す
る。 

①研修会や研究授業
を 継 続 的 に 実 施
し、校外の研修に
も積極的に参加し
たか。 

 
②生徒の実態を踏ま
え、単位制普通科
高校として効果的
な授業が展開でき
る新教育課程を編
成できたか。 

①校外研修会が減少した
が、ICT スキルを高め
る校内研修会を８回実
施し、授業互見月間を
設定して授業改善につ
なげた。 

②単位制普通科高校とし
て、生徒の自己実現に
つながる教育課程を編
成することができた。 

①ICT の活用をすすめ
授業改善につなげた
が、今後も継続的な
取組を推進する。 

 
 
②新教育課程について
は今後も継続的な検
討を続け、より本校
の特色を生かした改
善を加える。 

①ICT の活用を今後
も継続して学習指
導の効果を高める
とともに、関連設
備の整備に努めて
もらいたい。 

②新学習指導要領の
ポイントは、探究
活動にある。学校
の特色を生かすと
ともに、探究活動
への取組に期待す
る。 

①ICT の活用や環境整
備により授業改善に
つなげることができ
たが、今後もさらな
る活用及び環境整備
を図る必要がある。 

②新学習指導要領の理
念に沿うとともに、
本校の特色を生かし
た教育課程の編成に
向け、今後も検討を
重ねる。 

①OJT や研修会を継続
して実施し、教員の
ICT 活用能力を高め
るとともに、ICT 環
境の整備をすすめ
る。 

②本校の特色を生かし
た教育課程の検討を
継続し、単位制普通
科高校としての魅力
を生かしたカリキュ
ラム･マネジメント
をすすめ、学習指導
を充実させる。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

① 規 範 意 識 を 高
め、校内だけで
なく地域社会に
おいても責任あ
る行動がとれる
ようにする。 

 
②組織的な教育相
談 体 制 を 構 築
し、生徒一人ひ
とりに応じた支
援を行う。 

 
③学校行事や生徒
会活動等に対す
る生徒の主体的
な取組を促し、
自己肯定感と他
者を尊重し協働
す る 態 度 を 養
う。 

④部活動の活性化
を通じて、挑戦
する気持ちを高
め、豊かな人間
性や社会性の涵
養につなげる。 

①儀式的行事をはじ
めさまざまな場面
で規範意識を高め
る指導を行い、そ
の意義について生
徒の意識を高め
る。 

②日常的に生徒情報
を共有する体制を
構築し、外部機関
とも連携した教育
相談体制を構築す
る。 

③学校行事や生徒会
活動等に対する生
徒の主体的な取組
を促す指導を工夫
し、自己肯定感と
他者を尊重し協働
する態度を養う。 

④部活動の加入率を
高め、各部活動を
活性化する支援を
行い、豊かな人間
性や社会性の育成
につなげる。 

①頭髪･服装指導や遅
刻指導等の機会を
生かし、生徒の規
範意識を高める指
導を行う。 

 
 
②生徒情報の共有を
日常的に行い、外
部機関と連携した
ケース会議等によ
り必要な支援を行
う。 

③体育祭や文化祭等
の行事において、
生徒が主体となっ
た 取 組 を 行 う 中
で、自己肯定感と
他者を尊重し協働
する態度を養う。 

④年３回部活動への
加入呼びかけを行
い、各部活動の活
性化を図る支援を
行う。 

①頭髪･服装指導や遅
刻指導等により、
生徒の規範意識が
向上したか。 

 
 
 
②生徒情報の共有や
外部機関との連携
により、実効性の
ある教育相談を実
施できたか。 

 
③各行事後のアンケ
ートにおいて、７
割以上の生徒から
達成度や満足度を
得られたか。 

 
 
④部活動の加入率を
高め、その活性化
につなげることが
できたか。 

①頭髪･服装指導を継続的
に行い、生徒の規範意
識の向上につなげた。
また、遅刻指導も目的
を十分に達成すること
ができた。 

 
②拡大ケース会議や年次
会での情報共有等によ
り支援体制を構築し、
必要に応じて外部機関
と連携した支援を行っ
た。 

③極鴎祭後の生徒アンケ
ートでは、７割以上の
生徒から肯定的評価を
得た。 

 
 
 
④学校再開の遅れや感染
症対策による部活動の
制限もあり、加入率を
高めることができなか
ったが、他校との合同
チームの結成により活
性化を図った。 

①保護者との連携によ
る効果的な支援のた
め、まちcomiメール
やホームページによ
る情報発信や面談等
により、協力体制を
構築する。 

②拡大ケース会議(情
報共有会議)を効果
的に開催し、必要な
支援につなげる。 

 
 
③感染症対策の中で行
事の内容･開催時期
等について工夫し、
より生徒の満足度が
得られるものにす
る。 

 
④感染症対策の中での
部活動について検討
をすすめるととも
に、加入率を高める
工夫をする。 

①生徒の規範意識を
高める取組を継続
するとともに、保
護者及び外部資源
とも連携した支援
体制を構築してほ
しい。 

②生徒個々の課題を
随時把握するとと
もに、情報を共有
して適切な教育相
談体制を構築して
ほしい。 

③感染症対策を工夫
し、学校行事や生
徒会活動を実施す
る中で、生徒の自
己肯定感の高揚と
他者尊重の精神を
培ってほしい。 

④他校との合同チー
ム結成など、現状
における部活動の
活性化に向けた取
組は評価できる。
部活動加入率を高
める工夫が望まれ
る 

①生徒の規範意識を高
めるための生徒指導
に加え、保護者との
協力体制を構築する
必要がある。 

 
 
②生徒情報を迅速に共
有し、外部資源との
連携も含めた必要な
教育相談体制を構築
する。 

 
③生徒の自己肯定感と
他者を尊重する態度
を養うため、感染症
対策を工夫する中で
各行事等を実施する
必要がある。 

 
④年度当初の臨時休業
等により加入率が低
調となった部活動を
活性化させるため、
感染症対策をとりつ
つ部活動の活性化を
図る必要がある。 

①保護者との協力体制
構築に向け、まち
comi メールやホーム
ページによる情報発
信を継続するととも
に、面談等により密
な連携を図る。 

②定期的に生徒情報を
共有する体制を構築
し、教育相談体制の
さらなる整備をすす
める。 

 
③感染症対策を工夫し
て学校行事を実施す
る中で、生徒の自己
肯定感と他者を尊重
する態度を養う。 

 
 
④生徒会役員との協働
を活性化し、生徒の
自発的な活動をさら
に支援して部活動の
活性化に結び付け
る。 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとりに
よりよい進路を実
現させるため、進
路に関する知見を
広め、自己の将来
を洞察することが
できる進路指導を
展開する。 

①進路学習を充実さ

せ、生徒の希望進

路実現に資する指

導を行う。 

 

 

 

 

 

①最新の進路情報を

職員･生徒に周知す

るとともに、「総

合 的 な 学 習 （ 探

究 ） の 時 間 」 や

LHR 等で生徒の進

路活動を支援する

取組を行う。 

 

①上級学校のオープ

ンキャンパス等へ

の参加率が１･２年

次 在 籍 者 数 の ５

割、３年次在籍者

数の７割を超える

等、生徒自ら積極

的に進路活動を行

ったか。 

①計画的なキャリア教育
をすすめることでき
た。感染症対策として
web によるオープンキ
ャンパス参加を呼びか
けるなど、生徒の積極
的な進路活動を支援し
た。 

 

①感染症対策で活動が
制限される中でも積
極的な進路活動を指
導し、進路希望の実
現を支援するととも
に、来年度より外部
と連携したキャリア
教育を展開する。 

 

①キャリア教育にお
いて、今後リカレ
ント教育の取組等
も検討するととも
に、就職指導も充
実させてほしい。 

 
 
 

①社会情勢の変化に対
応し、生徒の多様な
進路希望を実現する
ために、より効果的
なキャリア教育を進
める必要がある。 

 
 
 

①ICT を活用するなど
社会情勢の変化に対
応したキャリア教育
を再構築し、生徒の
進路希望実現に結び
付ける。 

 
 
 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 19日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②生徒が学力向上を

目指す働きかけを

行い、希望進路の

実現につなげる。 

②校内で実施する外

部模試の受験指導

や補習授業等を通

じて、進路目標に

向かって学力向上

に努める姿勢を涵

養する。 

②外部模試の受験指

導 を 効 果 的 に 行

い、希望制の３年

次模試において、

20 人以上の生徒が

受験しその結果を

進路指導に役立て

る こ と が で き た

か。 

②希望制の外部模試を３
回実施し、計 35 名が受
験した。各回の結果を
生徒にフィードバック
し、学力向上につなが
る進路指導を行った。 

②業者を活用した新た
なキャリア教育を導
入し、進路希望の実
現に向けて学力向上
等に取り組む体制を
整備し、単位制普通
科としての特徴も生
かした指導を行う。 

②進路業者や外部模
試等を活用したキ
ャリア教育をすす
め、生徒の進路希
望の実現に結び付
けてほしい。 

②業者を活用したキャ
リア教育により、入
学から卒業までの計
画的なキャリア教育
を整備し、進学率の
向上を目指す必要が
ある。 

②進路業者のキャリア
教育支援システムを
活用し、卒業後の進
路希望の実現を目指
す体制を構築する。 

４ 地域等との協働 

地域の教育力を活
用し、実践教育を
推進する。また、
本校の教育活動を
積極的に発信し、
相互理解を深める
中で地域に貢献す
る。 

①地域と関わる自己
啓発活動を支援
し、生徒の自己肯
定感を高める取組
を推進する。 

 
 
 
 
②さまざまな場面を
通じて学校の魅力
と特色を積極的に
発信し、地域に信
頼される学校づく
りを行う。 

①学校説明会の生徒
スタッフや校外ボ
ランティア等の活
動を支援するとと
もに、地域連携を
図る場面を数多く
設定し、生徒の地
域社会への参画意
識を醸成する。 

②学校説明会やホー
ムページを積極的
に活用し、本校の
教育活動を積極的
に発信できるよう
校内環境を整備す
る。 

①アンケートや報告
書等において、地
域との連携･協働に
より７割以上の生
徒が自己肯定感や
達成感を得ること
ができたか。 

 
 
②学校説明会におけ
る来場者アンケー
トにおいて７割以
上の肯定的評価が
得 ら れ た か 。 ま
た、ホームページ
等を活用し、効果
的な情報発信がで
きたか。 

①学校説明会では、生徒
スタッフが司会進行や
手話通訳及び校舎案内
などで活躍した。一
方、感染症対策のた
め、地域交流の場面を
設定できなかった。 

 
 
②ホームページのデザイ
ン変更や掲載記事の更
新をこまめに行い、魅
力あるホームページの
作成に努めた。 

①生徒の活力をより生
かせる学校説明会を
継続して模索する。
また、校外ボランテ
ィアについても、新
たな交流･連携方法
を模索し、地域貢献
及び生徒の自己肯定
感の高揚に結びつけ
る。 

②学校説明会では、例
年より多い約1000人
の参加となった。今
後も、きめ細かい情
報発信を行い、広報
活動を充実させる。 

①感染症対策に配慮
した結果、地域交
流が縮小されたこ
とは残念であった
が、今後は工夫を
し地域と連携した
教育活動を模索し
実現してほしい。 

 
 
②感染症対策により
学校の広報活動が
制限されたことは
残念であったが、
来 年 度 は 工 夫 を
し、積極的な広報
活動を期待する。 

 

①感染症対策に配慮す
る中での地域交流を
実施し、地域の教育
力を生かすととも
に、交流等を通して
生徒の自己肯定感の
高揚を図る必要があ
る。 

 
 
②感染症対策に配慮す
る中での広報活動を
工夫し、本校の教育
活動を積極的に発信
する方法を模索する
必要がある。 

①感染症対策に配慮し
ながら地域交流を実
現し、地域の教育力
を生かし、交流等を
通して生徒の自己肯
定感の高揚を図る。 

 
 
 
 
②感染症対策に配慮し
ながら広報活動を行
い、本校の教育活動
を積極的に発信する
とともに、地域の方
も安心して来校でき
る環境整備をすすめ
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

① 学 校 施 設 の 整
備、美化活動の
推 進 等 を 通 じ
て、優れた教育
環境と防災体制
を構築する。 

 
②三ツ境養護学校
分教室の受入れ
を完成し、本校
の教育活動との
融合を図り、イ
ンクルーシブ教
育をすすめる。 

③事故･不祥事を起
こさない職場づ
く り を す す め
る。 

 
 
 
④教職員の働き方
を見直し、休暇
取 得 率 を あ げ
る。 

①清掃活動や教室･
等の整理の徹底を
図るとともに、防
災訓練を実効性あ
るものとし、防災
備品の管理体制を
整備する。 

②分教室受入れ体制
を整備し、インク
ルーシブ教育体制
を構築する。 

 
 
 
③私費会計処理や行
政文書の適切な管
理等における事故
防止を徹底する。 

 
 
 
④PTA 活動等の週休
日の勤務について
精査するととも
に、業務運営につ
いて見直しをすす
め、休暇取得率の
向上につなげる。 

①全職員による協力
体制により、清掃
活動や校内各所の
整備を徹底し、防
災備品の管理を徹
底する。 

 
②三ツ境養護学校と
の連携を密にし、
双方にとって最適
な教育環境を整備
する。 

 
 
③会計業務における
業務アシスタント
の活用や、その他
の業務における職
員の連携により事
故防止体制を構築
する。 

④PTA との連絡体制
を整備して役員会
等の回数を精査す
るとともに、業務
メールや ICT を活
用した業務運営を
すすめる。 

①清掃状況、教室内
整備の状況及び防
災備品の管理状況
についての“見え
る化”を整備でき
たか。 

 
②円滑な受入れを実
現 で き た か 。 ま
た、インクルーシ
ブ教育体制の基礎
を構築できたか。 

 
 
③適正な会計処理
等、事故を防止す
る職場づくりをす
すめることができ
たか。 

 
 
④PTAとの連絡体制の
整備や、業務運営
における ICT の活
用を通して、休暇
取得率を向上させ
る こ と が で き た
か。 

①感染症防止のため日々
の消毒作業を徹底する
だけでなく、換気やリ
モート授業実施などの
ための環境整備を行っ
た。 

 
②移設予定が令和５年度
に変更となったが、受
入れ態勢の整備を行っ
た。 

 
 
 
③会計書類の整備や保管
を徹底し、スムーズな
会計処理を行うなど徹
底した事故防止に努め
た。 

 
 
④PTA との連絡体制の整
備や業務用メールの活
用により、勤務時間外
の業務を減少させるこ
とができた。 

①今後も継続して校内
の衛生管理体制を整
備し、徹底した感染
症防止策をとる。 

 
 
 
②来年度も三ツ境養護
学校と密な連携をと
り受入態勢を整備す
るとともに、インク
ルーシブ教育の基礎
を確立する。 

 
③継続して適切な会計
処理等を心掛け、徹
底した事故防止に努
める。 

 
 
 
④業務メールやリモー
トを活用して勤務時
間外の業務を削減
し、働き方改革をす
すめる。 

①衛生管理体制を徹
底できたことは評
価できるが、今後
も継続して衛生管
理体制の整備に努
めるとともに、生
徒への衛生教育も
徹底してほしい。 

②インクルーシブ教
育の充実に期待す
る。また、地域の
受け皿としての役
割 を 担 っ て ほ し
い。 

 
③事故･不祥事防止の
徹底に向け、取り
組んでいることは
評価できる。今後
も事故･不祥事の徹
底防止を継続して
ほしい。 

④ICT の活用等によ
り業務の効率化を
図り、働き方改革
に結びつけてほし
い。 

①感染症対策を踏まえ
た学校の衛生管理体
制を整備するととも
に、防災体制におい
ても感染症対策の視
点も踏まえた整備を
行う必要がある。 

②今年度の整備をもと
に今後の受入れ体制
を三ツ境養護学校と
連携して整備すると
ともに、インクルー
シブ教育の基礎を確
立する必要がある。 

③会計処理等、業務に
おける事故･不祥事
防止を徹底するため
の研修を継続的に実
施し、職員の当事者
意識を高める必要が
ある。 

④休暇取得率および勤
務時間の短縮を図る
ことはできたが、感
染症対策の視点も踏
まえた業務体制を構
築する必要がある。 

①衛生管理体制のさら
なる整備をすすめる
とともに、防災体制
にも感染症対策の視
点を踏まえた改善を
図る。 

 
②三ツ境養護学校との
連携により受入れ体
制の整備をすすめる
とともに、インクル
ーシブ教育体制の基
礎を確立する。 

 
③事故･不祥事の徹底
防止のために、全職
員による協力体制を
すすめ、当事者意識
をもって事故･不祥
事防止に取り組む。 

 
④業務における ICT の
活用をすすめ、感染
症対策及び働き方改
革の視点も踏まえた
業務改善を図る、 

 


